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１．本日の論点 
 

 

平成２５年度の進め方（案） 
検討フロー 鎌倉市交通計画検討委員会 （主な議題） 鎌倉市交通計画検討委員会専門部会 （主な議題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会実験の実施と効果検証（11 月～） 

・ 自動車利用の抑制策（ロードプライシング）について 

・ 平成 25 年度社会実験について 

第４回（平成 25 年５月 30 日） 
・平成 25 年度の進め方 
・平成 25 年度社会実験案の作成 

（国交省への申請書の承認） 

■鎌倉地域地区交

通計画の社会実験

案の作成 

■循環バス、在来の路線バス

ルートにおける旅行時間調査 

（５月４日（土）実施） 

第９回（平成 25 年 10 月３日） 
・平成 25 年度社会実験の実施計画（アンケートの作成等） 

第８回（平成 25 年７月 24 日） 
・平成 25 年度社会実験案の実施計画 

 

 

 

 

 

 

■鎌倉地域地区交

通計画（案）の策

定 

■駐車場利用者に対するアン

ケート調査（数箇所程度） 

（平成26年1月11～13、

18,19日） 

第７回（平成 25 年 5 月 10 日） 
・平成 25 年度の進め方 
・平成 25 年度社会実験案の作成（国交省への申請書の作成）

第５回（平成 25 年 10 月 31 日） 
・平成 25 年度社会実験の実施計画 

 
○総合交通観光情報の提供 
○市民への呼びかけ 

第６回（平成 2６年３月予定） 
・自動車利用の抑制策（ロードプライシング）について 

・平成 25 年度社会実験について 

第 10 回（平成 25 年 12 月 16 日） 
・自動車利用の抑制策（ロードプライシング）について 
・平成 25 年度社会実験について 

第 11 回（平成 2６年 1 月予定） 
・自動車利用の抑制策（ロードプライシング）について 
・平成 25 年度社会実験について 

第 12 回（平成 26 年 3 月予定） 
・自動車利用の抑制策（ロードプライシング）について 
・平成 25 年度社会実験について 

国交省の社会実験制度の申請（７月） 

国交省の社会実験制度の可否（９月）  

市議会 12 月定例会建設常任委員会報告（12 月） 

〇スーバ（循環バスの運行）（3 日間） 

効果検証のためのアンケートの実施、解析 

効果検証のためのアンケートの実施、解析 



２ 

２．平成 25 年度社会実験について 

１）総合交通観光情報の提供 
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２）駐車場利用者アンケート調査 

 

 

 

 

 

■平成 26 年 1 月 11 日（土）、12 日（日）、13 日（祝日）、18 日（土）、19 日（日）の５日間 

■鎌倉地域内の主要な数箇所の駐車場で調査員がアンケートを配布し郵送で回収 



４ 

これまでの検討部会で議論した結果 

３．自動車利用の抑制策（ロードプライシング）について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５回鎌倉市交通計画検討委員会（10/31）における市長の発言を受け、自動車利用の抑制策として、鎌倉市にふさわしいロードプライシング

の実現化を目指した検討を進めます 

(当面の進め方） 

①ロードプライシングの基礎的なこと（別紙参考資料)を共通認識し、自由に意見交換します （本日の内容） 

②実施に向けての具体的な問題や課題を明らかにします 

③②の対応策をみなさんといっしょに考えます 

正月三が日の交通規制の課題を考えると････ 

 マンパワーによる対応⇒多大な労力と費用をかけて行っている 

 全ての来訪者（観光客）は車を使えない⇒公共交通を利用する？車が使えないと不便な人は別の日に来る？ 

 許可車両の通行証は目視で確認⇒通行許可を得るのに渋滞が発生 

■ロードプライシングの提起された問題・課題 

・ 法的な問題の有無 

・ 課金方法(公平、平等性) 

・ 周辺地域への影響の有無 

・ 市内生活道路への進入(効果性) 

・ 利用者合意形成 

・ 県や隣接市の協力 等 

■ロードプライシング以外の流入規制の方法 

・ 通行禁止エリア、時間帯の設定 

・ 朝比奈ＩＣから鎌倉地域への流入規制 

・ 鎌倉地域の東側の来訪車両は逗子から入り、朝比奈から出る交通規制（朝

比奈交差点から鎌倉市内への流入は公共交通、営業者のみ） 

・ 正月と同じようにハイランド入口で規制 

・ 正月三が日の交通規制を他の時期（3 連休の中日等）にも実施する（規制中

は鎌倉地域内の駐車場を商店等のスペースとして活用） 

 ≪合意形成が図れたこと≫ 

●鎌倉地域地区交通計画の基本的な考え方 

・ 特異日に対し短期的には何らかの方法で自動車利用を抑制することが必要 
・ できることから着実に取組みを進め、その効果を見定めながら、段階的に交通施策を実施する 

●正月三が日の交通規制を他の時期に実施に関して 

・ 市外を含め市内他の地域での影響が大きく、無理のない交通の流れを模索し、効果を見定めなが
ら段階的に実施すべき 

・ 費用の面から簡単に実施できるものではない 
・ 交通管理者等との合意形成や費用の面を踏まえ、平成 25 年度の社会実験は実施しない 

●朝比奈ＩＣから鎌倉地域への流入規制に関して 
・ 一般車の経路を逗子市に変更するのは合意形成が困難 
・ 平成 25 年度の社会実験は実施しない 


